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映画『三池　終わらない炭鉱（やま）の物語』は、150 年以上にわたる、三池炭鉱の歴史に、初めて正面から向き合った映
画として大きな反響を呼び、数々の賞も受賞しました。本書は、７年の月日を費やした映画制作の膨大な取材に加え、さらに５年
間をかけて執筆したものです。原発と炭鉱をむすぶエネルギー労働の潮流とは？　三池から日本の根っこを掘り起こします。

1951年東京生まれ。75年より、日本映像記録センターにてTVドキュメンタリーの制作を開始。戦争、原爆、麻薬などさまざまな社会問題を追い、85年に独立。
戦時下のアフガニスタンに生きる人 を々描いた『よみがえれカレーズ』（89年土本典昭と共同監督）、自らの育児経験をもとにした『ふれあうまち』（95年）、日本
の女性監督たちの格闘を描いた『映画をつくる女性たち』（ 04年）などのドキュメンタリー映画を多数監督。右手にカメラ左手にこども、がモットー。

　　　　　　映画監督
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【本書の目次】　
炭鉱は文化を生み出したが、 原発は生み出さなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　──まえがきに代えてプロローグ──古くて新鮮な物語

第一部　「負の遺産」 って何なのさ！　～三池というまちで
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第二部　地の底のジグソーパズル　～三池闘争から現代へ
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がかみつく／団結公害／負けてそして勝った

第四部　炭鉱 （やま） に埋められた歴史

長老の沈黙／切り取られた壁／心に時効はあるのか？／アメリカ人捕虜からの訴え

第五部　炭都シンフォニー

労働への尊厳／撮れなかったものの重さ／負の遺産を富の遺産に
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日本の根っこと未来に向かう坑道がある
原発は何を残そうというのか？　
話題の映画『三池』監督、渾身の書き下ろし
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